
 

第 6回 大阪社会福祉士学会 

テーマ いま、社会福祉士が向き合うべき価値・倫理とは 

平成30 年11 月17 日 土   13:00～17:00 （予定） 
場所 関西大学 堺キャンパス   堺市堺区香ヶ丘町１丁１１番１号 
定員 100名             南海高野線浅香山駅下車すぐ 

基調講演（SA501教室） 
r4ts����>jy
����

��LN� 0�8XN�� _\ Tw�`f� e                 

分科会  
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シンポジウム  
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                                ＊タイトルおよび内容は変更の可能性があります。 

※終了後、堺東駅で懇親会を開催します。（参加費 5000 円 当日徴収） 
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主催    （公社）大阪社会福祉士会  
後援      大阪府社会福祉協議会 大阪市社会福祉協議会 堺市社会福祉協議会  
     大阪医療ソーシャルワーカー協会 大阪介護支援専門員協会 大阪介護福祉士会  
     大阪精神保健福祉士協会 大阪ソーシャルワーカー協会       
                                             （以上 順不同）   
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郵便振替口座 00930-2-254215 （名義）公益社団法人 大阪社会福祉士会�
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基調講演 
 社会福祉サービスの提供が措置制度を軸とする時代から、利用者と事業者との直接契約制度を軸にする時
代に舵を切り始めて、およそ 20 年が経つ。その際に重視された考え方が「事業者あるいは提供制度本位の
供給から、利用者本位の供給」である。 
 ソーシャルワーク実践は、本来このような考え方を中心に発展してきたが、現実においてはさまざまな葛
藤に直面する。とりわけ、子ども家庭福祉分野では、利用者を誰と捉えるかが困難なことがある。 
 昨年の児童福祉法改正で、子どもは権利の主体であると位置付けられた。民法では、未成年の定義の改正
が決定した。当日は、虐待支援と絡めながら、子ども家庭福祉分野を中心に、利用者とは誰かということに
ついて、参加者とともに考えてみたい。 
 
 
第 1分科会 自由研究発表�
会員等がおこなった実践研究について、それぞれ発表をおこないます。 
発表者と演題は、後日開催要項にてお知らせします。 
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第2分科会� 生涯研修センター調査研究部会� 子ども家庭福祉プロジェクト シンポジウム�
テーマ：児童養護施設における支援力向上の試み 
－入舟寮のアタッチメントを重視したケアの実践を通して－ 
 
概要 
社会的養護は施設養護中心から里親などの家庭養護へと大転換を図ることが求められている。施設には家庭
養護をサポートする高度な機能が求められているが、ベテラン職員の減少、被虐待児の増加などにより実際
の現場は困難を抱えている。 
本分科会では児童養護施設「入舟寮」が施設不適応児童の増加という状況に陥ったことから養育を見直し、
アタッチメントを重視したケアと開かれた養育を目指す取り組みを紹介するとともに、これからの施設の役
割について検討したい。 
 
シンポジスト 
 
林 伸子 氏（入舟寮主任指導員） 
西出 誠 氏（入舟寮主任保育士） 
奥澤 恭子 氏（入舟寮高学年女子担当リーダー（ファミリーソーシャルワーカー兼任）） 
 
コーディネーター 
 
久保 樹里 氏（大阪歯科大学 医療保健学部口腔保健学科 講師） 
 

第 6回 大阪社会福祉士学会 基調講演・分科会の詳細 



 
第3分科会 大阪社会福祉士学会 大会企画シンポジウム�
テーマ：ソーシャルワークにおける福祉専門職の役割と今後のあり方  
 
概要（現在調整中） 
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パネリスト 
鶴 幸一郎 氏（フォレスト倶楽部 精神保健福祉士） 
ほか、調整中 
 
 
コーディネーター 
石川 久展 氏（関西学院大学 人間福祉学部 社会福祉学科 教授） 


